
令和 ７年 ７ 月

高知東警察署

速 度 取 締 り 指 針

高知東警察署の速度取締り重点(令和７年下半期)

高知東警察署管内における交通事故実態（令和４年～６年、７～12月）

その他の交通指導取締り要点

～令和７年５月末現在～

● 高知東署管内では、28件の人身事故が発生し、負傷者は33人（重傷者数10、軽傷者数23人）であるが、

死亡事故の発生はなし。

国道３２号においては、速度取締りのほか、シートベルトの取締りを強化します。

★ 重点以外の区域、時間帯であっても、取締りを実施します。

● 路線別人身事故の負傷者数(死者を含む。)は、市町村道の発生が４４人で最も多く、次いで国道３２号が４１人と

なっている。最も多い２路線の規制速度以上の事故割合は、国道３２号が３４％で、市町村道よりも多い。

● 高知市高須地区での負傷者が多い。 ● １６時～２０時の時間帯における負傷者が多い。
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18：00～20：00国道３２号

重点路線 重点時間帯 重点区域 規制速度

8～10 10～12 12～14 14～16 16～18 18～20

重傷 1 2 0 0 1 1

軽傷 1 2 2 2 1 4
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国道３２号高須地区の時間帯別負傷者数

高須地区 介良地区 大津地区 大豊町 葛島地区

重傷 5 2 0 1 1

軽傷 12 11 1 4 4
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国道３２号の地区別人身事故による負傷者数

※ 県道は、５人以上のものを集計
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以上の事故の割合


